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入学おめでとうございます 入学おめでとうございます 



【平成22年４月１日異動】 ※（ ）は旧

《主　事》住民課　　窪上　慶一（総務課　南和広域連合出向）

【平成22年３月31日付退職】

《調理員》堀井　ときみ（教育委員会事務局）

平成22年３月31日をもって堀井ときみさんが退職

されました。

堀井ときみさんは、昭和60年４月に奉職され、

25年の長きに亘り、村のために尽力下さいました。

ありがとうございました。

平成22年３月24日（水）午後１時半、山村開発センター２階農林研修室にて、各関係機関の長が

集まり、年々被害が増えている有害鳥獣対策について協議等を行う天川村鳥獣被害防止対策協議会

が発足しました。

天川村鳥獣被害防止計画の目的達成のために、下記の事業を行います。

①駆除及び捕獲体制に関すること

②駆除及び捕獲方法に関すること

③農林水産物の鳥獣被害防止対策の推進に関すること

④その他目的達成に必要な事項に関すること

３月25日（木）平成21年度社会教育学級合同閉講式が山村開発セ

ンターで開催され、７学級から約80人が参加し一年間の学習の成果

を交流しました。

ステージ発表では、タンスに眠っている着物で作務衣を作った和

田女性学級、生地の種類や作り方によって個性的な作務衣のファッ

ションショーに歓声と拍手。ユートピア天による唱歌・踊りに年齢

を感じさせない活動に大きな声援が送られました。また、ロビーに

は、編み物・手提げ袋などの手作りの作品、水墨画教室の作品もた

くさん展示され、すばらしい出来映えに感嘆しきりでした。

アトラクションでは、花の生涯塾による安来節踊り・カラオケの

披露ありと、楽しいひと時を過ごしました。

お問い合わせは
役場産業建設課農林グループ内
天川村鳥獣被害防止対策協議会
事務局まで
1 63－0321 （内線133）
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天川村鳥獣被害防止対策協議会発足

平成2１年度社会教育学級合同閉講式

職　　　員　　　人　　　事
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６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です。
日本が戦後新しく生まれ変わったとき、何よりもまず国民の基本的人権の擁護と人権尊重思想の

普及高揚が強く求められ、基本的人権の尊重を基調とした日本国憲法が制定されました。
このような背景の下に、昭和23年にまず政令に基づいて人権擁護委員制度が設けられ、翌24年６

月１日に人権擁護委員法が施行されました。
これにより、地域住民の中にあって国民の基本的人権を擁護する機関である人権擁護委員制度が

誕生しました。
近年の我が国における人権問題の状況を見てみますと、児童、高齢者及び障害者などの社会的弱

者に対する陰湿ないじめ・虐待などの事件は、年々深刻化する傾向が顕著であり、その上、インタ
ーネットや携帯電話等の通信手段の急速な普及・発展により、これらの通信手段を悪用した名誉毀
損やプライバシー侵害など、人権問題は多様化しつつあります。
「人権の世紀」といわれる21世紀に入って既に10年近く経過しました。
この間、法務省の人権擁護機関においては、人権尊重思想の普及高揚のため人権擁護活動に積極

的に取り組んできたところですが、いまだ、物資的な豊かさのみ追い求め、心の豊かさが大切にさ
れない風潮が、あるいは、他人への思いやりの心が薄れ、自己の権利のみを主張する傾向が見受け
られ、このような状況が様々な人権侵害を発生させる大きな要因の一つとなっています。

そこで、平成22年度の啓発活動重点目標を

みんなで築こう　　人権の世紀
～　考えよう　　相手の気持ち

育てよう　　思いやりの心　～

と定め、21世紀が「人権の世紀」であることを改めて思い起こし、国民の一人ひとりが人権を尊重
することの重要性を正しく認識し、これを前提として他人の人権にも十分配慮した行動がとれるよ
う、相手の気持ちを考え、思いやることの大切さを一人ひとりの心に訴えて、すべての人々の人権
が尊重され、相互に共存し得る平和で豊かな社会の実現に向けた啓発活動を展開していくこととし
ます。
人権は、人間が幸福な人生を送る上で、最も大切な権利です。自分だけでなくすべての人の人権

が尊重されなければなりません。
国の内外を問わず、人々がお互いに人権を守ることによって明るい社会を作ることが、私たちの

願いです。
天川村の人権擁護委員 石崎　英明

小西　　実

特設人権相談所を開設します。
日時：６月１日（火）午前９時から午前12時まで
場所：天川村山村開発センター　１階住民ホール

人権に関するご相談のある方はご利用ください。
天川村住民課

特設人権相談所を開設します。

人権擁護委員制度をご存知ですか。
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奈良県からのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

自動車税の納期限は5月31日（月）です。
コンビニ・ペイジー・クレジットカードでも

納付ができます。

自動車税は、毎年4月1日現在の所有者に課税されます。

必ず5月31日（月）までに納付してください。

金融機関や県税事務所の窓口だけでなく、コンビニでも納付が可能です。

また、今年度からペイジーやクレジットカードでも納付が可能になりました。詳細に

つきましては、納税通知書に同封のチラシをご覧下さい。

住所を変更された場合は、奈良県税事務所（自動車税第一課）へご連絡ください。

なお、県内で住所変更された方又は他都道府県から転入された方で県外ナンバーを

お持ちの方は、運輸支局ですみやかに変更登録手続きをしてください。

■日時：5月29日（土）、30日（日） 9：00～17：00

場所：奈良県税事務所　自動車税第1課（10742－26－1177）

高田県税事務所（10745－22－1701代）

桜井県税事務所（10744－43-3131代）

吉野県税事務所（10746－32－2687）

※　平日の午前8時30分から午後5時15分までの時間帯は、各県税事務所において

各種県税の納付、相談を承っています。

※　県税の窓口では、軽自動車税の納付はできませんのでご了承ください。

〔問い合わせ先〕

奈良県税事務所　自動車税第一課　10742－26－1177

休日自動車税納付・相談窓口を開設します
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現在、各大字区長様・洞川各町総代様を通じまして、各種検診の受診申し込みを行なっていただいてお
ります。これらの検診は、対象年齢等を満たされたすべての村民のみなさんに受けていただくことができ
ますので、お誘いあわせの上、ふるってお申込下さい。
詳細につきましては、後日お申込いただいた方に個人通知いたします。

◆　各　種　検　診　の　ご　案　内　◆

※　肺がん検診・大腸がん検診・肝炎ウイルス検診は、特定健診との同時実施となります。
乳がん検診は、８月以降に大淀病院で実施する予定です。

国民健康保険に加入されている40歳以上の人を対象に、特定健診を実施します。後期高齢者医療（長寿
医療）制度の75歳以上の人も、天川村で実施する健診を受診できます。対象となる方には、受診券が送付
されますので、内容をよくご確認のうえ、お申込みください。
みなさまお誘いあわせのうえ、是非受診下さい。

今月のうさちゃんくらぶは、下記の内容で開催します。みなさん、ふるってご参加ください☆
お子さま同士の遊び場に、また保護者の方の交流の場に、皆さまのお越しをお待ちしております

※　参加対象・・・生後４ヶ月～幼稚園入園前までの親子
※　持 ち 物・・・タオル・お茶等
（詳しくは、後日郵送します。ご案内をご確認下さい）

※　送迎を希望される方は、前日までにご連絡下さい。

５月31日は、世界禁煙デーです。現在、様々な種類のタバコが販売されています。
「軽い」「タール1mg」」などのタバコでも、有害成分はたくさん含まれています。
あなたの健康を守り、増進させるために、禁煙は重要です。‘禁煙は難しい‘と
諦めずに、まずは１日からでも取り組んでみてはいかがでしょうか。最初の１歩を、
今日から始めてみませんか。

保 健 事 業
の お 知 ら せ

各種がん検診・肝炎ウイルス検診　お申し込み受付中！

５月31日は世界禁煙デーです

特定健診を受けましょう！

うさちゃんくらぶのご案内

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。 連絡先　163－9110

検　　　診 対　　　　象 実　施　会　場

胃 が ん 検 診 40歳以上の男女 検診バスによる大字巡回

子 宮 が ん 検 診 20歳以上の女性 検診バスによる大字巡回

肺 が ん 検 診 40歳以上の男女 ほほえみポート天川※

大 腸 が ん 検 診 40歳以上の男女 ほほえみポート天川※

40歳になる男女、及びこれまで
肝炎ウイルス検診

肝炎ウイルス検診を受けたことがない方
ほほえみポート天川※

日　程 会　場 内　　　容 申 込 み

5月20日（木） 黒滝村 黒滝村の育児サークルと交流しよう！ 要
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日 曜日

16 日 閉　　　　館　　　　日

17 月 診　　察 診　　察 燃焼

18 火 学校検診 検 査 日 資源１

19 水 診　　察 診　　察

20 木 休　　診 診察（西尾医師） うさちゃんくらぶ 資源２

21 金 診　　察 診　　察 燃焼

22 土 閉　　　　館　　　　日

23 日 閉　　　　館　　　　日

24 月 診　　察 診　　察 燃焼

25 火 診　　察 検 査 日 資源１

26 水 診　　察 診　　察

27 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

28 金 診　　察 診　　察 燃焼

29 土 閉　　　　館　　　　日

30 日 閉　　　　館　　　　日

31 月 診　　察 診　　察 燃焼

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

見える所に貼り、ご活用下さい。

・ごみ収集　5月の予定表・ごみ収集　5月の予定表

粗大
（予約）

粗大
（予約）



7

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

日 曜日

1 土 閉　　　　館　　　　日

2 日 閉　　　　館　　　　日

3 月 閉　　　　館　　　　日（憲法記念日） 燃焼

4 火 閉　　　　館　　　　日（みどりの日）

5 水 閉　　　　館　　　　日（こどもの日）

6 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源１

7 金 診　　察 診　　察 燃焼

8 土 閉　　　　館　　　　日

9 日 閉　　　　館　　　　日

10 月 診　　察 診　　察 燃焼

11 火 学校検診 検 査 日 資源１

12 水 診　　察 診　　察

13 木 休　　診 診察（西尾医師） 不燃

14 金 診　　察 診　　察 燃焼

15 土 閉　　　　館　　　　日

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

国保診療所・ほほえみポート天川　国保診療所・ほほえみポート天川　　

粗大
（予約）
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「天川賛歌」
・・・各分野から「天川村の力」一言メッセージ・・・

私たちの住む天川村には貴重な植生や生態など深い自然があり、また

学術的にも恵まれたこの自然の中で、世界遺産となるような文化が育ま

れ深い歴史となり現在につながっています。

そこで、わが天川村を「フィールド」にお関わりいただき、各界各分

野でご活躍の皆様方から「天川村の特異性・貴重さ・応援」など一言メ

ッセージをいただきました。それぞれの分野からの視点を基に、天川村

の魅力・宝を再発見していただければ幸いです。

また、これらを育むフィールドを高い次元で保全しなければならない

こともご理解していただかなければなりません。どうかご協力をお願い

申し上げます。

風景写真家 米　谷　昌　浩

写真家 林　　　幸　恵

奈良県立橿原考古学研究所所長 菅　谷　文　則

奈良植物学研究会 森　本　範　正

奈良教育大学名誉教授 西　田　史　朗

日本野鳥の会奈良支部前支部長 小　船　武　司

森林インストラクター 水　谷　道　子

大阪産業大学人間環境学部講師 谷　　　幸　三

奈良県山岳連盟副会長 梅　屋　則　夫

全国源流ネットワーク代表 中　村　文　明

奈良インターカルチャー　代表
ロケーションコーディネーター

佐　野　純　子

森林再生支援センター　専門委員 高　田　研　一

奈良女子大学　共生科学研究センター 佐　藤　拓　哉

池　亀　建　治

ルーラルリサーチ（天川村の空気を育む会） 磯　村　幹　夫

幸　家　大　郎

（順不同・敬称略）

今後、毎月２名のメッセージを連載いたします。乞うご期待！
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【申込み・問合せ先】〒638-0431 奈良県吉野郡天川村洞川784-32 洞川エコミュージアムセンター
10747-64-0999 50747-64-0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp

※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター 洞川エコミュージアムセンター 洞川エコミュージアムセンター 

なかなか、全線を歩く事がないですが、ガイドを受けると、楽しさ倍増盛りだくさん！
名水・清流・吊橋に鍾乳洞やお寺も！　※歩行計約4時間（初級者から）（少雨決行）
【集合場所】洞川エコミュージアムセンター　【講師】天川を学ぶ会会長　大西房次先生　
【持ち物】弁当・水筒・帽子・タオル・雨具・歩ける服装等　【参加費】2,000円入洞料含（小中学生半額）

② 洞川自然研究路を全線満喫！
ガイドを受けながらの楽しいハイキング 5月22日（土）10：00～16：00

天川村というと山岳信仰の山上ヶ岳（通称：大峯山）とごろごろ水が有名ですが信州の風景にも勝ると
も劣らない素晴らしい風景が広がる天川村を私は四季を通じて訪れて、撮影を続けています。
春はタムシバの白い花が残雪のところどころに咲きほころび始め、それを追いかけるように山桜が新緑

とともに大峯の山々を駆け上がります。ブナの木も新緑から夏に向かってその緑色の葉の色がどんどん濃
くなり、渓流では、いたるところで桐の花が見られたり、岩場ではオレンジ色のサツキが夏を告げます。
また、ササユリが咲き誇っていた谷では夏本番、源氏ボタルのシーズンがやってきます。

短い夏が一気に駆け抜け、大峯の稜線が色付き始めると天川村は秋の絵の具をすべて使っても表現しきれ
ないくらい鮮やかな色で埋め尽くされます。
それもつかの間、高い所に初雪が来ると、山はやがて長い冬の眠りにつきます。
純白の樹氷となった大峯の山の夕焼け、澄んだ冬の夜空のきれいな星の数々、そして、夢のようなグラ

デーションを見せる大峯の山々の朝焼け…。
語りつくせない魅力が天川村にはあります。あなたも一度、訪れてみませんか。

風景写真作家　米谷　昌浩

紀伊半島どまんなかの天川村には、貴重な植物がたくさんある。
奥深い弥山・八経ヶ岳（仏経ヶ岳）に咲くオオヤマレンゲは昔から有名だが、最近注目されるようにな

ったのがキリシマミズキとオオヤマザクラ。
こんなものが紀伊半島にあるとは、専門家も知らなかった。
キリシマミズキは九州の霧島山にしかないと思われていたが、20年ほど前弥山川の白川八丁でみつかった。
美しい黄色の花で、早春の布引谷や小坪谷にも咲く。
またこの地域に色の濃いサクラがあるのは前から知られていたが、ヤマザクラの変わりものぐらいにし

か思われていなかった。
最近になって北日本に多いオオヤマザクラとわかったが、近畿ではまれなもの。
天川村は本州における分布の南限となる。
これらは貴重な天川の宝。いつまでも大切に守り続けたい。

奈良植物研究会運営委員　森本　範正

天　川　の　貴　重　植　物

天川村の素晴らしい自然を撮る！
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麻
疹（
は
し
か
）の

予
防
接
種

麻
疹
（
は
し
か
）
は
、
感
染
力
の
強
い
ウ

イ
ル
ス
性
の
感
染
症
で
、
人
か
ら
人
へ
飛
沫

感
染
や
空
気
感
染
で
拡
が
っ
て
い
き
ま
す
。

典
型
的
な
場
合
は
、
十
日
程
度
の
潜
伏
期

の
あ
と
、
発
熱
が
三
日
ほ
ど
続
き
、
咳
な
ど

風
邪
の
症
状
と
結
膜
炎
な
ど
の
粘
膜
の
症
状

を
伴
い
ま
す
。
い
っ
た
ん
解
熱
し
て
再
度
、

四
十
度
前
後
の
高
熱
と
と
も
に
発
疹
が
全
身

に
現
れ
、
一
週
間
程
度
続
き
ま
す
。

脳
炎
や
肺
炎
な
ど
を
合
併
し
て
重
症
化
す

る
こ
と
も
あ
り
、
毎
年
、
死
亡
例
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

従
来
、
麻
疹
に
罹
る
の
は
乳
幼
児
が
中
心

で
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
十
〜
二
十
歳
代
の

流
行
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
世
代

は
幼
少
期
に
一
回
し
か
予
防
接
種
の
機
会
が

な
か
っ
た
こ
と
が
、
流
行
の
大
き
な
要
因
で

す
。麻

疹
の
発
症
を
確
実
に
防
ぐ
た
め
に
は
、

二
回
の
予
防
接
種
が
必
要
と
さ
れ
、
現
在
は

満
一
歳
と
小
学
校
入
学
前
年
の
二
回
、
麻

疹
・
風
疹
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
〜
二
十
歳
代
の
流
行
を
防
ぐ
た

め
に
、
平
成
二
十
年
度
〜
二
十
四
年
度
の
五

年
間
は
、
中
学
一
年
生
と
高
校
三
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
で
の
、
追
加
接
種
も
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

麻
疹
は
例
年
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
発
生

報
告
が
増
加
し
ま
す
の
で
、
対
象
年
齢
に
な

っ
た
人
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
予
防
接
種
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
や
費
用
等
の
詳

細
は
、
市
町
村
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
で
重
い
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
し

た
こ
と
が
あ
る
人
、
免
疫
に
関
す
る
持
病
な

ど
が
あ
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

奈
良
県
医
師
会

▼
日
時：

平
成
二
十
二
年
五
月
十
五
日
（
土

曜
日
）
午
後
二
時
〜
四
時
二
十
分

▼
場
所：

な
ら
一
〇
〇
年
会
館

中
ホ
ー
ル
に
於
い
て

奈
良
市
三
条
宮
前
町
七
番
一
号

1：

〇
七
四
二
―
三
四
―
〇
一
〇
〇

▼
内
容：

特
別
講
演
（
午
後
二
時
十
分
〜
三

時
）

▼
演
題：

「
患
者
や
メ
デ
ィ
ア
へ
の
啓
蒙
が

必
用
だ
」

▼
講
師：

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
　
勝
谷
誠
彦
　
氏

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
午
後
三
時

十
分
〜
四
時
二
十
分
）

▼
テ
ー
マ：

「
奈
良
県
の
救
急
医
療
の
現
状
」

▼
パ
ネ
ラ
ー：

三
人
（
奈
良
県
・
奈
良
県
医

師
会
・
奈
良
県
立
医
科
大
学
よ
り
各
一
人

の
予
定
）

▼
参
加
費：

無
料

▼
募
集
人
員：

四
〇
〇
人

▼
募
集
期
間：

四
月
三
十
日
（
金
曜
日
）
当

日
消
印
有
効

▼
応
募
方
法：

往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に

①
「
参
加
希
望
」

②
郵
便
番
号
・
住
所

③
氏
名
　
④
年
齢
　
⑤
電
話
番
号
　
⑥
参

加
希
望
人
数
（
一
枚
の
は
が
き
で
二
人
ま

で
参
加
を
受
付
け
ま
す
の
で
、
ご
希
望
人

数
一
人
か
二
人
か
を
ご
記
入
下
さ
い
。）

返
信
表
面
に
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
を
ご

記
入
の
う
え
、
下
記
の
応
募
先
へ
郵
送
下

さ
い
。
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。

▼
応
募
先：

〒
六
三
四
―
八
五
〇
二

橿
原
市
内
膳
町
五
―
五
―
八

奈
良
県
医
師
会
救
急
医
学
会
宛

1：

〇
七
四
四
―
二
二
―
八
五
〇
二

平
成
二
十
二
年
六
月
十
二
日
（
土
）
十
三

時
十
五
分
奈
良
県
文
化
会
館
で
開
演
の
『
第

二
十
七
回
自
衛
隊
奈
良
定
期
演
奏
会
』
の
入

場
整
理
券
を
、
抽
選
で
五
五
〇
人
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
（
は
が
き
一
枚
で
二
人
ま
で
）
お
申
し

込
み
は
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
希
望
人
数
（
二
人
ま
で
）

を
記
入
の
上
、
〒
六
三
〇
―
八
三
〇
一
　
奈

良
市
高
畑
町
五
五
二
　
自
衛
隊
奈
良
地
方
協

力
本
部
『
定
期
演
奏
会
』
係
宛
に
、
五
月
二

十
一
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
お
送
り
下
さ

い
。（
当
日
の
入
場
者
が
多
数
の
場
合
は
、

入
場
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

『
奈
良
県
救
急
医
療
フ
ォ
ー
ラ

ム
』
開
催
の
お
知
ら
せ

第
二
十
七
回
自
衛
隊
定
期
演
奏

会
の
ご
案
内

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

五
月
十
一
日
（
火
）
午
後
二
時
〜
三
時

予
約
不
要

◎
整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
整
形
外

科
部
会
）

五
月
十
八
日
（
火
）
午
後
二
時
〜
三
時

予
約
必
要

◎
内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部

会
）

五
月
二
十
七
日
（
木
）
午
後
二
時
〜
三
時

予
約
必
要

◎
精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神
経

科
部
会
）

五
月
二
十
八
日
（
金
）
午
後
三
時
〜
四
時

予
約
必
要

▼
場
所：

奈
良
県
医
師
会
館
一
階
　
県
民
健

康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら

北
へ
徒
歩
七
分
）

▼
連
絡
先：

〒
六
三
四
―
八
五
〇
二

橿
原
市
内
膳
町
五
―
五
―
八

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

1：

〇
七
四
四
―
二
二
―
八
五
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
七
四
四
―
二
三
―
七
七
九
六

平
成
二
十
二
年
度
の
労
働
保
険
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
の
年
度
更
新
手
続
は
、
六

月
一
日
か
ら
七
月
十
二
日
ま
で
の
期
間
で

す
。期

日
中
の
手
続
・
納
付
を
お
願
い
し
ま

お し ら せ

事
業
主
の
皆
様
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
に
つ
い
て
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す
。

▼
早
期
申
告
納
付
の
お
願
い

年
度
更
新
申
告
書
は
、
六
月
初
旬
に
事
業

場
あ
て
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
申
告
書

が
届
き
ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
申
告
・
納

付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

申
告
・
納
付
期
日
で
あ
る
七
月
十
二
日

月
）
は
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
窓
口
に
お

い
て
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

▼
ご
注
意

期
日
ま
で
に
申
告
書
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
政
府
が
保
険
料
等
の
額
を
決
定
し
、

さ
ら
に
追
徴
金
（
保
険
料
等
の
十
パ
ー
セ

ン
ト
）
を
課
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

奈
良
労
働
局
総
務
部
　
労
働
保
険
徴
収
室

1：

〇
七
四
二
―
三
二
―
〇
二
〇
三

ま
た
は
、
管
轄
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）

『
危
険
物
　
事
故
は
瞬
間
　
無
事
故
は
習

慣
』
を
推
進
標
語
に
掲
げ
、
平
成
二
十
二
年

六
月
六
日
か
ら
六
月
十
二
日
ま
で
の
七
日
間

を
危
険
物
安
全
週
間
と
し
、
危
険
物
の
保
安

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及
び
啓
発
を
全
国
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
は
、
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
、

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
品
物
の
中
に

も
、
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、『
自
動
車
・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

燃
料
（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
軽
油
）』『
化
粧

品
や
油
性
塗
料
な
ど
の
原
料（
ア
ル
コ
ー
ル
、

シ
ン
ナ
ー
な
ど
）』『
花
火
に
使
わ
れ
て
い
る

火
薬
（
硫
黄
な
ど
）』
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
家
庭
内
に
お
け
る
危
険
物
は
、

た
と
え
少
量
で
も
使
用
方
法
を
誤
る
と
、
火

災
や
爆
発
な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
に
注
意
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
必
要
で

す
。

▼
危
険
物
の
性
質

・
ガ
ソ
リ
ン
は
、
可
燃
性
蒸
気
が
発
生
し
や

す
く
、
低
い
温
度
で
も
火
が
つ
く
た
め
、

電
気
火
花
等
の
ち
ょ
っ
と
し
た
火
源
に
も

注
意
が
必
要
で
す
。

・
ヘ
ア
ー
ス
プ
レ
ー
や
殺
虫
剤
な
ど
は
、
高

温
に
な
る
暖
房
器
具
の
前
な
ど
に
置
く
と

爆
発
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

▼
保
管
の
ポ
イ
ン
ト

・
容
器
や
ふ
た
が
破
損
し
て
い
な
い
か
確
認

す
る
。

・
容
器
の
ふ
た
を
確
実
に
閉
め
る
。

・
高
温
に
な
る
場
所
に
置
か
な
い
。

・
子
供
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
置
く
。

・
保
管
量
は
必
要
最
小
限
に
す
る
。

・
使
用
中
は
火
気
厳
禁
と
し
、
定
期
的
に
換

気
を
行
う
。

中
吉
野
危
険
物
安
全
協
会

中
吉
野
広
域
消
防
組
合

身
近
に
あ
る
危
険
物
を
よ
り
安
全
に

使
用
す
る
た
め
に
も
危
険
物
に
対
す
る

知
識
を
身
に
つ
け
、
不
注
意
に
よ
る
火

災
や
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
気

を
引
き
締
め
て
使
用
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

六
月
六
日
（
日
）
か
ら
六
月
十
二
日
（
土
）

ま
で
、
全
国
一
斉
に
危
険
物
安
全
週
間
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
近
年
、
全
国
的
に
危
険
物
関

係
の
事
故
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
原
因
の
多
く
は
慣
れ
や
油
断
、
誤
っ
た
取

り
扱
い
方
法
、
う
っ
か
り
ミ
ス
な
ど
の
人
的

要
因
に
あ
り
ま
す
。

危
険
物
を
取
り
扱
う
と
き
は
、
も
う
一
度

安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
二
十
二
年
度

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

『
危
険
物
　
事
故
は
瞬
間

無
事
故
は
習
慣
』

中
吉
野
危
険
物
安
全
協
会

中
吉
野
広
域
消
防
組
合

1 2 3 4

意
外
と
身
近
な
危
険
物

平
成
22
年
度
危
険
物
安
全
週
間



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

燃焼 29.05トン
前月比 128.43％
前年同月比 102.80％

不燃 3.70トン
前月比 114.55％
前年同月比 86.45％

資源 6.84トン
前月比 180.00％
前年同月比 92.57％

粗大 2.22トン
前月比 157.45％
前年同月比 198.21％

３月のごみ
収集状況

幼 稚 園 だ よ り 幼 稚 園 だ よ り 

発
行
／
天
川
村
役
場

〒
638 -0392

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321
FAX：

0747-63-0329
企
画
・
編
集
／
総
務
課
広
報
係（
内
線
123）

U
R
L：
http://w

w
w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-m
ail：
tenkaw

a@
vill.tenkaw

a.lg.jp

広
報
 

平
成

22年
４
月

30日
発
行
　
通
巻
399号

村のうごき

人
口

1,794人
（
－
８
）

2010年
３
月
31日
現
在
（
）
内
は
前
月
と
の
比
較

女945人
（
－
６
）

男849人
（
－
２
）

世
帯
数

757戸
（
－
５
）

４月９日、８人の新入園児が元気に入園しました。８人の入園を待っていたかのように、園庭の

桜やちゅうりっぷの花が咲き、幼稚園の中も外も春爛漫です。

見るもの、聞くものすべてが初めて！初めてだから、不安、興味津々。小さな心の中で、色々な

思いが入り混じっている８人の子ども達。

さあ、幼稚園生活の始まりです。泣いて笑ってけんかして・・・。

小さなドラマの積み重ねが、１年後には子ども達を大きく育ててくれることでしょう！

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100
大豆油インキを使用しています 


